
         

   

令
和
７
年
乙
巳
（
き
の
と
み
）
の
年
は
、
穏
や
か

な
天
候
に
恵
ま
れ
て
明
け
ま
し
た
。 

 

昨
年
は
元
日
に
は
、
石
川
県
能
登
半
島
の
大
地

震
、
２
日
に
は
羽
田
空
港
で
の
飛
行
機
事
故
と

年
明
け
早
々
災
難
に
見
舞
わ
れ
先
行
き
が
大
変

心
配
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
は
今
の
と
こ

ろ
国
内
で
は
平
穏
に
時
を
刻
ん
で
い
ま
す
。 

  

          

        

        

今
井
町
・
兵
部
町
の
氏
神
さ
ん
で
あ
る
春
日
神

社
で
は
、
例
年
通
り
の
迎
春
準
備
を
整
え
て
、
初

詣
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

２３
時

45
分

〜
０
時

45
分
の
一
時
間
に
参
拝
者
は
２
０
０
人

を
超
え
、
過
去
最
高
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
く

ら
い
大
勢
の
初
詣
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

   

恵
比
寿
社
は
春
日
神
社
の
末
社
と
し
て
本
殿

北
側
に
鎮
座
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
１
月
８
日
に
商

売
繫
盛
を
祈
願
す
る
恵
比
寿
祭
を
執
り
行
っ
て

い
ま
す
。 

今
年
も
８
日

１０
時
、
雪
が
チ
ラ
チ
ラ

舞
う
底
冷
え
の
す
る
中
、
祭
礼
を
行
い
ま
し
た
。

参
拝
客
に
は
、
ぜ
ん
ざ
い
が
振
る
舞
わ
れ
、
冷
え

た
体
を
暖
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

           

  

春
日
神
社
境
内
に
大
と
ん
ど
の
櫓
を
組
ん
で
、

各
家
庭
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
正
月
の
し
め
飾
り

や
古
い
お
札
（
ふ
だ
）
神
棚
な
ど
を
セ
ッ
ト
し
て
、

拝
殿
で
祭
礼
の
後
、
13
時
に
高
橋
敬
一
さ
ん
が

今
年
の
恵
方
で
あ
る
庚
（
か
の
え
・
西
南
西
）
か

ら
点
火
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
風
の
強
さ
を
勘
案

し
た
小
ぶ
り
の
櫓
で
し
た
が
、
勢
い
よ
く
燃
え
上

が
り
１６
時
に
は
鎮
火
し
ま
し
た
。 

          

（ １ ） 令和７年２月１日                い ま い は 今                      第 296 号 
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１
月

１４
日 

大
と
ん
ど 

令
和
７
年
（
２
０
２
５
）
は 

 
 

 
 

 
 

穏
や
か
な
お
正
月
で
始
動
！ 

１
月
８
日 

え
べ
っ
さ
ん
（
恵
比
寿
祭
） 

春
日
神
社 

迎
春
準
備
完
了 

おみくじ・破魔矢の販売 

参拝客が最高潮 

恵比寿神社前の祭壇 

３種類の福笹販売 13 時 大とんどに点火 

春
日
神
社 

今年は例年以上に 

若者・子供さんが 

目立ちました。 

参拝のあとは、 

拝殿前でお神酒 

肴の接待と縁起物を配布 



    

前
々
月
、
前
月
号
に
続
い
て
、
今
月
号
で
は
、
大

会
２
日
目
の
（
10
／

27
）
の
２
件
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

 

第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
「
制
度
：
町
並
み
保
存
か

ら
歴
史
ま
ち
づ
く
り
へ
」
と
題
し
て
、
福
川
連
盟

理
事
長
か
ら
、
伝
建
地
区
制
度
以
外
に
も
歴
史

的
町
並
み
な
ど
を
守
る
た
め
の
制
度
に
つ
い
て
の

話
の
後
、
各
地
域
で
利
用
さ
れ
て
い
る
制
度
に
つ

い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

①
新
潟
ま
ち
遺
産
の
会 

 

『
町
並
み
は
、
建
物
単
体
で
な
く
、
空
間
・
景
観

を
全
体
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
保
存
と
い
う
言
葉

は
賞
味
期
限
が
切
れ
て
お
り
、
使
わ
な
い
方
が
良

い
の
で
は
な
い
か
。
町
並
み
の
価
値
は
文
化
財
と

し
て
、
景
観
と
し
て
、
人
の
生
活
の
場
（
住
む
人
・

来
る
人
・
通
る
人
・
町
の
魅
力
・
活
気
）
と
し
て
の

意
味
が
あ
る
。
町
並
み
の
保
存
は
、
重
伝
建
制
度

で
は
で
き
な
い
も
の
で
も
歴
史
ま
ち
づ
く
り
で
残

す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
』 

②
倉
敷
町
家
ト
ラ
ス
ト 

 

『
伝
建
地
区
の
町
並
み
景
観
を
守
る
た
め
バ
ッ

フ
ァ
ゾ
ー
ン
を
設
け
た
が
、
地
区
外
に
ビ
ル
が
建

設
さ
れ
、
景
観
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
、
地
区

内
で
の
火
災
や
周
辺
地
区
で
の
町
家
の
喪
失
等

の
問
題
が
あ
る
こ
と
。
』 

③
臼
杵
（
大
分
県
） 

 

『
町
の
資
産
を
活
用
し
た
街
歩
き
な
ど
の
体
験

メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し
、
観
光
に
役
立
て
て
い
る
。

行
政
の
怠
慢
に
よ
り
、
町
並
み
保
存
が
い
つ
の
ま

に
か
停
滞
し
て
い
る
状
況
。
』 

④
小
諸
ま
ち
な
み
研
究
会 

 

『
町
並
環
境
整
備
事
業
に
よ
り
町
並
み
は
残
っ

た
が
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
や
そ
の
事
業
の
終
了
後
、
伝
建

地
区
選
定
を
要
望
し
た
が
、
市
が
動
か
な
か
っ
た

こ
と
で
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

市
に
提
案
し
て
い
る
こ
と
。
』 

⑤
奈
良
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー 

 

『
過
去
の
伝
建
調
査
と
住
民
の
反
対
で
伝
建
地

区
選
定
を
断
念
し
た
こ
と
と
、
そ
の
結
果
と
し
て

多
く
の
町
家
が
な
く
な
っ
た
こ
と
。
市
単
独
事
業

で
の
補
助
事
業
や
に
ぎ
わ
い
構
想
、
景
観
形
成

地
区
設
定
や
景
観
条
例
の
制
定
と
そ
の
限
界
に

よ
り
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
を
活
用
し
た
こ
と
。
』 

⑥
京
都
町
家
再
生
研
究
会 

 

『
市
条
例
に
よ
る
建
築
基
準
法
の
適
用
除
外
や

京
町
家
新
条
例
の
提
言
と
制
定
に
よ
り
、
22
の

京
町
家
保
全
継
承
地
区
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
。

ど
の
よ
う
に
改
修
す
る
か
の
研
修
と
し
て
、
町
家

設
計
塾
の
実
施
や
町
家
親
子
体
験
教
室
な
ど
の

実
施
。
』 

 

第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
「
防
災
：
災
害
に
強
い
町

並
み
と
は
？ 

目
指
す
は
回
復
力
」
と
題
し
て
、

横
浜
市
立
大
学
の
鈴
木
伸
治
先
生
よ
り
、
耐
震

改
修
、
耐
火
の
規
制
、
防
災
や
備
え
に
つ
い
て
概

略
説
明
が
あ
り
、
国
学
院
大
学
観
光
ま
ち
づ
く
り

学
部
の
下
間
先
生
か
ら
は
、
文
化
庁
に
よ
る
伝

建
地
区
で
の
耐
震
対
策
の
手
引
き
の
作
成
、
重

要
文
化
財
の
家
屋
で
も
火
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
、
そ
れ
は
火
の
使
い
方
を
知
る
た
め
に
も
重

要
で
あ
る
こ
と
や
防
災
を
生
活
文
化
の
一
部
と

し
て
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
自
主
防
災
が

重
要
で
あ
る
こ
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

美
濃
市
、
真
壁
、
臼
杵
、
京
都
、
熊
川
宿
か
ら

は
、
火
災
に
よ
る
町
並
み
の
消
失
と
再
生
、
伝
建

地
区
内
で
の
耐
震
化
率
が
低
く
、
行
政
に
耐
震

補
強
の
補
助
拡
張
を
要
求
や
防
災
計
画
の
作
成

を
し
た
こ
と
。
東
日
本
大
震
災
で
、
屋
根
の
被
害

と
伝
建
や
登
録
文
化
財
制
度
に
よ
る
大
き
な
補

助
が
あ
っ
た
件
、
災
害
時
、
自
分
た
ち
で
地
区
を

守
る
と
い
う
意
思
を
持
つ
こ
と
。
景
観
と
調
和
す

る
防
災
対
策
が
、
重
要
で
あ
る
こ
と
。
路
地
に
面

す
る
町
家
の
再
生
は
、
建
築
法
規
的
に
難
し
い

が
、
様
々
な
工
夫
に
よ
り
解
決
し
、
町
家
群
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
現
し
た
こ
と
。
住
民
全

員
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
防
災
の
実
施
や
各

家
屋
間
で
の
相
互
の
連
動
警
報
機
を
設
置
し
た

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

以
上
、
第

４ ７
回
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
東
京
大
会

に
つ
い
て
、
３
回
に
分
け
て
報
告
し
ま
し
た
。 

   

春
日
神
社
で
は
、
２
月
２
日
（
日
）
16
時
〜

17

時
に
節
分
祭
を
行
い
ま
す
。 

 

拝
殿
南
側
で
、
御
供
ま
き
を
行
い
ま
す
。 

  

（ ２ ）令和７年２月１日                い ま い は 今                      第 296 号  

第

４７
回
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
東
京
大
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

参
加
報
告
（
つ
づ
き
） 

節
分
祭
２
月
２
日
（
日
）
開
催
予
定 


